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	第1 のビジョン
	 社会の動向（少子高齢、個別化医療等）にマッチした高精度・高機能、低侵襲の画像診断・治療等の技術探求と創造により、以下を実現する。
	 予防・診断・治療の連携強化と、早期診断・低侵襲治療による健康寿命の延伸
	 新たな医療産業分野と連動した画像医療システム産業の強化・拡大


	第2 のビジョン
	 画像医療システム産業へのAI、医療IoT、医療ビックデータ、次世代通信技術等の活用促進により、以下に貢献する。
	 臨床価値の創出と診断支援技術の拡大、診断と治療の連動、医療の効率化
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	第3 のビジョン
	 画像医療システム・サービスの国際展開に必要な国際整合、地域別規制対応により、以下をめざす。
	 日本の医療システムの海外展開の加速による世界の医療への貢献
	 医療機器および関連産業の輸出拡大


	第4 のビジョン
	 エネルギー問題、サイバーアタック、自然災害、就労人口変化等に適応した画像医療システムの開発促進により、以下をめざす。
	 優れた環境性能（省エネ、小型、ユーザビリティ等）を持ち、緊急時も持続可能な医療の提供
	 医療ネットワーク上の脅威に耐えうるサイバーセキュリティの確保




